
地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

小島康史
本授業の学習対象である映像制作の分野（プロモーション、記録、ドキュメンタリー、映画、テレビ、
CM等）において、ディレクター、プロデューサー業務を３0年間従事している。

○その他

授業の目的

　制作する映像はあくまでもコミュ ニケーションツールです。つまり「観客に被写体について感じさせ
る」という作用が求められています。この授業で求めているものは、映画やドキュメンタリーの核とな
る『人間を見つめる眼差し』を養成することです。どんな映像作品においても、基本的には人が主役
であり、その人物をどのように描いていくか、映像制作者側の作家性が問われていきます。したがっ
て、多角的な調査（生活環境や周囲の人物評）からの情報を元に、テーマを選び出し、象徴的なエ
ピソードを盛り込んだドラマを紡ぎださなければなりません。さらに制作する映像作品では、表現に
芸術的なセンスが求められ、被写体に対する深い考察を昇華される社会的なテーマを見い出しま
す。

映像作品・レポート等の学修成果課題のフィードバック方法は、教員のコメントを添えて返却します。

授業の概要

　この科目では、通常の映像作品同様、ゼロからスタートして作品を完成させます。主題は大学周
辺で取材が出来る人物を探し出し、取材の了承を取り付けます。対象人物（被写体）の優れている
点や面白い点を主眼にした人間を研究する１５分程度のドキュメンタリー作品を制作することを目的
とします。まずは、企画探しを全員で行い、プレゼンテーションを行います。そこでのディスカッション
を元に再調査を進め、優れた企画を通すことでグループが形成されます。教員は学生と常にディス
カッションをし、作品を細部にわたって検討します。実際の制作を行うのは、学生のみなさんです。
時には皆の力を借りながら、自らの頭で考えアイデアを出し、計画を立て、粘り強く制作してくだ さ
い。ここまで学んできた映像制作に関する知識やスキルをフルに使って作品の完成を目指します。
完成した作品は受講生全員で視聴し、質疑応答や講評を行います。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 「実習、フィールドワーク」

履修上の注意、
履修条件

「映像企画・取材学」、「映像機器学及び演習」、「映像構成・演出学及び演習１」の単位を修得して
いることを履修条件とします。
　娯楽作品ではなく主にドキュメンタリー作品を中心に、テレビ、ビデオ、ＤＶＤ、映画などの身近な
映像メディアや映像作品を視聴し、それぞれの作品に設定されている「テーマ」と「作家性」を考えな
がら見る習慣を付けてください。また、視聴を通して印象に残った構成やカメラアングルなどをメモし
ておきましょう。また、長い時間をかけて作品を制作します。ことにグループで制作する作品が中心

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。 
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。 
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。 
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

教科書

【思考・判断・創造】
・企画意図を実現できる（想定した対象に、伝えるべき情報を
伝えることができる）。 30点

教科書は使用しませんが、必要な資料は適宜配布します。

参考文献及び指定図書 日本映画大学で実践しているドキュメンタリー映像制作の作法　安岡卓治著

関連科目
情報メディア入門、映像企画・取材学、映像機器学及び演習、映像構成・演出学及び演習１、取材
実践・編集学及び演習、情報デザイン総合演習

授業コード P180701 　クラス名 -

担当教員名 小島　康史

【技能・表現・
　コミュニケーション】

・映像で訴えるための適切な表現を決定することができる。
・チームで円滑な制作を実践できる。 30点

30点必修･選択区分
【知識・理解】

・明確な企画意図を持つことができる。
・企画意図にしたがって、効果的な構成を考えることができ
る。

コース選択必修：情報コミュコース
選択：情報工学コース、メディアデザインコース、こども・情報教育コース

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。

2022年度 授業シラバスの詳細内容

10点
単位数 3 　配当学年 / 開講期 3 年 / 前期

ナンバリングコード P31404
　大分類 / 難易度
　科目分野

情報メディア学科 専門科目 / 応用レベル
映像デザイン

【関心・意欲・態度】 ・制作にあたって、何が必要かを考えることができる。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 映像構成・演出学及び演習２ （Image Expression and Exercises 2） 到達目標の観点 到達目標



科 目 名 授業コード P180701 科 目 名 授業コード P180701
担当教員 担当教員

１. 9.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

２. 10.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

3. 11.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

4. 12.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

5. 13.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

6. 14.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

7. 15.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間

８. 16.

約4時間 約4時間
約4時間 約4時間復習 構成要素を考える 復習 講評や自分なりの考察をレポートにまとめる

　映像作品の実習を行います。
撮影。テーマについてのディスカッション。編集準備。撮影データの取り込み。文字起こし作業。写真・資料撮影。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　完成した各チームの映像作品発表。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　作品を講評しあい、映像表現上の構成や演出に関するポイントなどの理解を深めます。

予習 作品テーマについて考える 予習 オンライン編集

復習 撮影対象者の魅力や発見について考える 復習 オンライン編集

映像制作実践（第８週） 作品講評（第１６週）

　映像作品の実習を行います。
撮影。インタビューの文字起こし作業。撮影内容からの発見。構成項目の選定。追加撮影項目の洗い出し。資料収集。撮影
データの取り込み。作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
音楽付け作業。追加テロップ入れ作業。ミキシング作業。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 インタビューの文字起こしから発見や魅力を導く 予習 作品試写を行なう

復習 インタビューの文字起こし 復習 写真やインサート映像を収集

映像制作実践（第７週） 映像制作実践（第１５週）

　映像作品の実習を行います。
撮影。インタビューの文字起こし作業。撮影内容からの発見。構成項目の選定。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
最終編集作業。カラコレ作業。スタッフタイトル入れ作業。ナレーション入れ作業。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 追加質問を用意する 予習 音楽や効果音を集める

復習 取材対象者の年表作り 復習 ナレーションを編集する

映像制作実践（第６週） 映像制作実践（第１４週）

　映像作品の実習を行います。
対象についての年表作り。スタッフ編成。撮影・録音機材のチェック。撮影項目の洗い出し。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
編集作業。テロップ入れ作業。ナレーション録り作業。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 インタビューの文字起こしから発見や魅力を導く 予習 効果音や音楽の演出を考える

復習 インタビューの文字起こし 復習 オフライン編集を行う

映像制作実践（第５週） 映像制作実践（第１３週）

　映像作品の実習を行います。
インタビューの文字起こし。被写体の魅力を考察。企画の決定。班編成。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
最終構成案の完成。編集作業。テロップ原稿作り。ナレーション原稿作り。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 インタビュー項目の精査と回答予測を立てる 予習 オフライン編集を行う

復習 撮影機材の確認と事前チェックを行う 復習 ナレーション原稿を完成させる

映像制作実践（第４週） 映像制作実践（第１２週）

　映像作品の実習を行います。
撮影準備。取材開始。インタビュー。撮影の許可取り。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
追加映像入れ込み編集作業。　構成案作り。テロップ原稿タタキ台作り。ナレーション原稿タタキ台作り。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 取材対象に関連する事項の調査 予習 映像データを編集作業に変換させる

復習 アポ取りを行い、制作スケジュールを立案する 復習 インタビューの文字起こし

映像制作実践（第３週） 映像制作実践（第１１週）

　映像作品の実習を行います。
企画案についてのディスカッション。企画の絞込み。追加調査項目の洗い出し。アポ取りなど取材交渉を開始する。質問事
項の洗い出し。作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

　映像作品の実習を行います。
追加撮影。荒編集作業。文字起こし作業。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 取材対象者について調べる 予習 撮影準備

復習 企画の立案 復習 構成要素の不足について手立てを考える

映像制作実践（第２週） 映像制作実践（第１０週）

　２週目以降の実践的な授業の進め方を説明する。
実習の企画探しを行い、他のメンバーに対して企画の優位性についてまとめる。

　映像作品の実習を行います。
テーマの最終確認。構成案づくり。荒編集作業。撮影項目の最終確認作業。
作品内容に関して教員とのミーティングを随時行います。

予習 参考文献を読んでおく 予習 構成案を考える

2022年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

ガイダンスおよび企画探し(第１週） 映像制作実践（第９週）

○授業計画
映像構成・演出学及び演習２ （Image Expression and Exercises 2）

○授業計画
映像構成・演出学及び演習２ （Image Expression and Exercises 2）

小島　康史 小島　康史


